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令和 7 年 6 月 11 日 九州地域国内肥料資源利用拡大ネットワーク第 4 回勉強会  

発酵鶏ふん堆肥および鶏ふん燃焼灰を利用した 
粒状化肥料の開発 

菱東肥料株式会社 
八 坂  和 也 

 
１ はじめに 

2012 年に混合堆肥複合肥料の公定規格が

新設され、条件付ではあるものの、肥料原料の

一部として家畜ふん堆肥を用いることができ

るようになりました。しかしながら、同肥料の

製造では造粒または成形後に加熱乾燥が義務

付けられたこともあり、その生産は同業他社

の関西・関東の肥料工場に限定されていまし

た。全国最大規模の畜産地域の九州では堆肥

の積極的利用が望まれており、弊社では JA 全 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農九州事業所の要請・支援を受け、2017 年か

ら鶏ふん堆肥を原料とする混合堆肥複合肥料

の開発・製造に着手しました。 
開発にあたっては、表１に示す「混合堆肥複

合肥料の開発・製造，普及，利用におけるメリ

ットと課題」の課題を意識して進め、2018 年

に鶏ふん堆肥製造業者との契約において、腐

熟が進み臭気がないことに加えて、低水分含

量と細かい粒径であることの二つを追加した

粉状物特性を備えた原料条件に合意しました。 
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原料鶏ふん堆肥は、混合堆肥複合肥料の公

定規格 N：2%以上、NPK：5％以上、C/N 比

15 以下を満たします(表 2)。2018 年 11 月に

実機トライアルを実施し、2019 年 2 月に「レ

コアップ®」の商標登録証を取得、同年 6 月に

レコアップ®055（N:10％-P2O5:5％-K2O:5％）

を九州で初めて上市しました(表 3)。 
 
２ 製造法と物性および製品 
本肥料の造粒では転動造粒法を採用しまし

た。粒度が粗くて加水要求量の大きい堆肥で

は転動造粒は難しいとされていますが、これ

に適する鶏ふん堆肥の探索により、良好な粉

状物特性を備える低水分含量値と粒径サイズ

を摘出できました。これに加えて加熱乾燥で

の臭気発生を懸念し、腐熟が進み臭気を呈さ

ない鶏ふん堆肥を用いることを要件としまし

た。 
製造は転動造粒機で一般的な化成肥料の粒

状品に仕上げました。要件を満たした鶏ふん

堆肥を用いることで加水造粒が良好に進み、

乾燥で硬度を獲得し、粉化率が低くて吸湿・ 

 
固化のない粒状物が製造できました(表 4)。 
また、加熱乾燥時に発生する臭気について

は独自の吸着材を用いた脱臭装置等で抑制し

ています。粒状品の長所は、機械散布に適し、

ペレット等で懸念されるペレット同士の擦れ

による粉化と粉化物による固化の防止ができ、

貯蔵性に優れます。また、比重特性からバル

クブレンドにも適します。 
前述の粉状物条件はレコアップ®のライン

アップ化を容易にし、2019 年 11 月にはレコ

アップ®252（12-15-12）、同®684（6-8-4）を、

2020 年 6 月には同®500(5-10-20)を追加上市

し、栽培試験評価を開始しました。 
 
３ 窒素肥効 
レコアップ®055 の窒素肥効については、ク

ロボク土畑培養で評価しました 3)。 
レコアップ®055 中の鶏ふん堆肥は約 50%

混合で、TN 量は約 1%となり、肥料中の堆肥

由来 N 量は全体の約 10%となります(図 1)。   
 無機肥料 N 添加での肥料化により 1 週目

65%の無機化率から 4 週目 70%に、12 週目

ではほぼ 100%に

近い無機化率と

なりました。 
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培養初期の緩慢な無機化は、原料鶏ふん堆肥

の窒素量が約 2%で低く、易分解の C,N 含量

も低いためと推察しています。しかし、9 倍

量の無機化成 N 添加・肥料化によりレコアッ

プ®055 の無機化は、12 週後まで緩効的に無

機化し、硝酸化成も順調に経過しており、レ

コアップ®055 は、無機化成肥料特性を備えた

緩効的な窒素肥効を示す有機化成肥料である

と評価しました(図 2)。 
 なお、この結果は畜産環境技術研究所が行 
ったガラス繊維円筒ろ紙埋設法の結果と良 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
く相同しました。 
 
４ 作物に対する肥料適性 
栽培試験評価(表 5)は、レコアップ®(N-

P2O5-K2O：10-5-5)ではブロッコリー、コマツ

ナ、白ネギを対象に、基肥適性および追肥適

性を評価しました。レコアップ®252(12-15-

15)ではレタス、ゴボウで基肥適性を、レコア

ップ®500(5-10-20)ではダイズ、青果用サツマ

イモで基肥適性を検討し、水稲に対しては被

覆尿素入り18-9-9について、基肥一発適性を 
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検討しました。 

露地野菜 
レコアップ®055 は、白ネギでの追肥適性は

慣行施肥と同等であったものの、ブロッコリ

ーでは収穫時期の早進化が確認され(図 3)、
普及性が高いとの評価が得られ、基肥適性が

優れました。コマツナでは草丈が長く 8%の

増収が得られ、レコアップ®055 の基肥適性は

優れました。レコアップ®252 については、レ

タスで 5%の増収、ゴボウでは 33%の増収が

得られ、基肥適性が評価されました。 
畑作物 
ダイズ・青果用サツマイモでは、窒素に対

しカリウムの要求性に対応した 5-10-20 の混

合堆肥複合肥料を供試しました。 
ダイズでは、10ａ当たり 40 ㎏のレコアッ

プ®500 施用により子実重の増収を確認でき

ました。 

 
サツマイモでは、レコアップ®500 の 60 ㎏

施用により丸いも率が低くて形状の良い上い

も収量が得られました。また、跡地土壌の化

学性において、農家慣行区ではカリウム飽和

度の低下が認められましたが、実証区の飽和

度は適正に維持されていました。 
水稲 
水稲に対し、18-9-9 の混合堆肥複合肥料と

シグモイド型溶出の被覆尿素を組合せた肥料

を供試し、慣行の有機一発肥料と比較検討し

た結果、同等以上の収量が確保でき、基肥一

発型肥料として有望と評価されています。 
総括 
以上、レコアップ®の 4 タイプ・8 種の作物

栽培試験の結果、肥料適性として、基肥適性

性が優れ、一発型肥料としての適性も認めら

れました。 
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５ 今後の展開 
ご存じの通り、2022 年のみどりの食

料システム戦略では、国内有機資源の

活用による化学肥料 30%低減の目標

が定められています。 
さらには、輸入に依存しない国内の

未利用資源として鶏ふん燃焼灰に着目

しています。鶏ふん燃焼灰の発生量は

年間約 14 万トンで、この量は混合堆

肥複合肥料の全国流通量約 1 万トンの

14 倍量で、宮崎県・鹿児島県の南九州では豊

富な資源です。 
鶏ふん燃焼灰は無機物ですが、有機由来の

資源として注目され、輸入資源のリン鉱石・

カリ鉱石を代替する資源であり、混合堆肥複

合肥料で利用してきた鶏ふん堆肥に加えての

原料として活用していきたい。 
そして、レコアップ®など混合堆肥複合肥

料は有機化成肥料として新たな機能性を有す

る肥料として評価できました。今後の混合堆

肥複合肥料の普及を目指す上での課題を図 4
に、作物栽培試験における鶏ふん堆肥の投下

量を示しました。その量は 1 作当たりでは

50kg から白ネギでのせいぜい 110kg 程度で、

通常の堆肥施用レベルの1～2 ﾄﾝの1/10以下

です。 
このような少ない有機物投下量でも「連用」

することで、土づくり効果が期待できるのか、

効果発現には何年を要するのか、効果の明確

化・解明は、今後の課題です。 
弊社としては、2019 年から取り組んだ混合

堆肥複合肥料と 2022 年からの新たな指定混

合肥料について、農林水産省が掲げるみどり

の食料システム戦略にマッチするように、「国

内の有機物の有効活用」を最大の目的として

取り進めて参ります。 

 


